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医療法人社団啓神会特定認定再生医療等委員会議事録要旨 

第 5 回 

2024 年 10 月 4 日 

 

啓神会特定認定再生医療等委員会は、提出された再生医療計画について、その調査・審議・ 

判定を行ったのでその議事録要旨を作成する。 

 

【議題】 

医療法人社団啓神会 Ｍ再生クリニック 定期報告 

① 第三種「間質血管細胞群（SVF）を用いた Cell-assisted-Lipotransfer(CAL)による皮膚

治療」定期報告 

② 第二種「自家脂肪由来幹細胞 (ASC) を用いた変形性関節症治療」定期報告 

 

第１ 審議対象及び審議出席者 

1. 日時場所 

日 時：2024 年 10 月 4 日（金） 1３：００～１３：３０ 

場 所：東京都杉並区下高井戸 5－4－10 医療法人社団啓神会Ｍ再生クリニック 

2. 出席者 (敬称略) 

（1） 審査委員 

a-1. 医学・医療１ 鄭委員（再生医療等）、野島委員（生物統計等） 

a-2. 医学・医療２ 高山委員（分子生物学等）、高橋敦子委員（細胞培養加工） 

b. 法律・生命倫理 井上委員（法律）、神里委員（生命倫理） 

c. 一般 美濃口委員（一般）、和田本委員（一般） 

（2） 申請者など 

申請施設からの参加者  飯塚翠、飯塚啓介 

細胞加工施設からの参加者 飯塚聡介、木村奈津子 

委員会事務局   飯塚喜世子、大味萌、アマル・マンドゥール 

 

3. 技術専門員 

なし 

 

4. 配付資料 

資料受領日時 2024 年 9 月 4 日 



（事前配布資料） 

・ 再生医療等提供状況定期報告書(別紙様式第三) 

・ 0 件の理由について 

・ 教育又は研修記録 

・ 現在の登録内容 

（会議資料） 

・事前配布資料に同じ 

第２ 審議進行の確認 

1. 開催基準の充足 

再生医療等の安全性の確保等に関する法律施行規則（平成二十六年九月二十六日厚生

労働省令第百十号）改正後第六十三条の規定する開催要件は次のとおり。 

成立要件 

１ ５名以上の委員が出席していること。 

２ 男性及び女性の委員がそれぞれ２名以上出席していること。 

３ 次に掲げる者がそれぞれ１名以上出席していること。 

イ. 再生医療等について、十分な科学的知見及び医療上の識見を有する者 

ロ. 細胞培養加工に関する識見を有する者 

ハ. 医療又は医療分野における人権の尊重に関して理解のある法律に関する専

門家、または生命倫理に関する識見を有する者 

二. 一般の立場の者 

４ 出席者の中に、審査等業務の対象となる再生医療等提供計画を提出した医療機関

（当該医療機関と密接な関係を有する者を含む。）と利害関係を有しない委員が

過半数含まれていること。 

５ 認定再生医療等委員会の設置者と利害関係を有しない委員が２名以上含まれて

いること。 

同第六十四条の規定する開催要件は次のとおり。 

成立要件 

１ ５名以上の委員が出席していること。 

２ 男性及び女性の委員がそれぞれ１名以上出席していること。 

３ 次に掲げる者がそれぞれ１名以上出席していること。 

イ. 再生医療等について、十分な科学的知見及び医療上の識見を有する者 

ロ. 医師または歯科医師 

ハ. 医療又は医療分野における人権の尊重に関して理解のある法律に関する専

門家、または生命倫理に関する識見を有する者 

ニ. 一般の立場の者 



４ 出席者の中に、審査等業務の対象となる再生医療等提供計画を提出した医療機関

（当該医療機関と密接な関係を有する者を含む。）と利害関係を有しない委員が

過半数含まれていること。 

５ 一般社団法人再生医療安全未来委員会の設置者と利害関係を有しない委員が２

名以上含まれていること。 

 

事務局の大味萌が今回の審査の前に、開催基準に関して要件を読み上げ、全てにおいて 

条件を満たしていることを各委員に宣言した。 

今回審査を行う申請者を紹介した。続いて、申請者に各委員の紹介をした。 

井上委員が議事を進行することにつき委員全員の同意を得た。 

 

第３ 審議及びそれ以外の質疑応答 

① 第三種「間質血管細胞群（SVF）を用いた Cell-assisted-Lipotransfer(CAL)による皮膚

治療」定期報告 

 

井上 まずは実施施設責任者から簡単に状況を説明していただけますでしょう

か。 

飯塚翠 SVF を用いた CAL 治療についてですが、こちらはお手元に配付させていた

だきました資料にある通り、当初はこれを使った治療を予定しておりまし

たけれども、実際に患者さんにすすめてみたところ、あまりニーズがなく治

療を執行せずに終わっておりますので 0 件ということで報告をさせていた

だいております。 

井上 こちらは症例 0 の理由書も提出いただいております。 

 

② 第二種「自家脂肪由来幹細胞 (ASC) を用いた変形性関節症治療」定期報告 

井上 まずは実施施設責任者から簡単に状況を説明していただけますでしょう

か。 

飯塚翠 変形性関節症に関しては、当院でこの期間 4 件ほど実施させていただいて

おります。皆様何かしらの痛みの改善ですとかＱＯＬの向上を感じておられ

ます。 

井上 安全面の妥当性のところですが、安全面で何か報告がされたということは

ございませんか。 

飯塚翠 はい。ありません。 

鄭 報告の 4 例で 3 件ということの意味を教えていただければと思います。 

飯塚翠 4 名の患者様に治療同意書をご記入いただき培養が既に始まっております



が、報告期間中に投与まで至った症例は 3 件でしたのでそのように記載さ

せていただきました。 

 

第４ 判定 

井上委員より、本定期報告は 2 件とも適切という判定でよいか委員に再度確認し、委員全

員が承諾した。 

 

1. 各委員の意見 

(1)適 ８ 名 

(2)不適 0 名 

 

2. 委員会の判定 

当委員会は、報告元医療機関において、再生医療提供に起因する医療事故が発生してい

ないことから、安全性に問題があるとは認められない。妥当性についても、今後の提供

状況および経過を観察することとし、引き続き審査を行うこととする。なお現時点で

は、科学的妥当性に疑義ありと判断するものではない。 

以上に鑑み、今回審査した定期報告 2 件について「適切」と判定する。 

以上 

 


